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第8回倉敷市水道事業経営審議会

水道料金改定について

令和６年１１月１２日（火）



水道料金改定 これまでの流れと今後の予定

令和6年 １月
第４回水道事業経営審議会
水道料金の適正水準について 諮問

２月 第５回水道事業経営審議会

3月 第６回水道事業経営審議会

4月
第７回水道事業経営審議会（前回）
水道料金の適正水準について 答申（案）

6月 水道料金の適正水準について 答申

８月 市長記者会見で水道料金の改定方針について発表

9月 9月定例市議会に水道条例改正案を上程

9月定例市議会で水道条例改正案が原案通り可決

11月 第８回水道事業経営審議会（今回）

令和7年 1月1日
改正水道条例 施行 ※令和7年3月検針分から新料金
（現行から１０％引き上げ）

令和８年 １月１日
改正水道条例 施行 ※令和８年３月検針分から新料金
（現行から２０．８２％引き上げ） 1



答申との違い（改定率）

答申 料金改定

改定率 20.82％改定
20.82％改定
※ただし、1年間は緩和措置として１０％に抑制

長引くエネルギー価格や物価の高騰が市民生活や企業活動に及ぼしている
影響を考慮し、最初の1年間を10％引き上げに抑制

現行料金

現行から
10％引き上げ

R7 R８ R９

緩和措置
現行から

20.82％引き上げ
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水道料金改定に関する広報（ホームぺージ）

条例改正案が可決された9月25日にホームページを公開

水道料金の改定について
ホームぺージ▶

【掲載内容】

・料金改定の内容
・新料金の適用時期
・水道料金表
・水道料金早見表
・水道料金計算ツール
・使用水量の確認方法
・他都市との料金比較
・料金改定が必要となった背景
・水道事業経営審議会での審議
（令和6年1～６月）
・よくある質問
・その他
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参考資料

水道料金表（1か月、税抜き）
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参考資料

水道料金改定の影響（一般家庭）

2か月あたり
の水量

現行料金
令和7年3月検針以降
現行から10％引き上げ

令和８年3月検針以降
現行から20.82％引き上げ

１人世帯平均 14㎥ 1,980円
2,178円

（＋198円）
2,391円
（＋411円）

２人世帯平均 26㎥ 2,706円
2,976円

（＋27０円）
3,269円

（＋５６３円）

３人世帯平均 35㎥ 3,795円
4,174円

（＋379円）
4,585円

（＋７９０円）

４人世帯平均 40㎥ 4,400円
4,８４０円

（＋４４０円）
5,317円

（＋917円）

５人世帯平均 48㎥ 5,508円
6,063円

（＋５５５円）
6,655円

（＋1,147円）

※金額は税込み
※（ ）は現行との差
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参考資料

水道料金改定の影響（大口）

2か月あたり
の水量

現行料金
令和7年3月検針以降
現行から10％引き上げ

令和８年3月検針以降
現行から20.82％引き上げ

5,000㎥ 948,024円
1,044,142円
（＋96,118円）

1,145,775円
（＋197,751円）

7,000㎥ 1,337,424円
1,473,142円

（＋135,718円）
1,616,575円

（＋279,151円）

10,000㎥ 1,921,524円
2,116,642円
（＋195,118円）

2,322,775円
（＋401,251円）

30,000㎥ 5,815,524円
6,406,642円
（＋591,118円）

7,030,775円
（＋1,215,251円）

50,000㎥ 9,709,524円
10,696,642円
（＋987,118円）

11,738,775円
（＋2,029,251円）

100,000㎥ 19,444,524円
21,421,642円

（＋1,977,118円）
23,508,775円

（＋4,064,251円）

※金額は税込み
※（ ）は現行との差
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